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フラクタル形状である Sierpinski の四面体型の放射線検出器を開発した。この形状のフラクタル次元は 2で

あることから全方位に対してほぼ同感度で効率的に計数し、個々のセンサーの計数率から放射線の入射方向

の把握が可能となる。その概念とβ線・γ線源を用いた検出器の特性について報告する。 
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1. 緒言 

放射線のイメージングは放射線源の位置の特定が必要となるさまざまなフィールドで有用である。特に、

1F 原子炉建屋のようにβ線源・γ線源が混在しているところでは、4π方向に検出できる小型のセンサーの

開発が作業の進捗に大きく影響する。そこで、自己相似形のフラクタル構造をした Sierpinski の四面体型の放

射線検出器を考案した。これは 16 個の正四面体 GAGG シンチレータを放射線センサーのユニットとして用

い、Sierpinski の四面体形状に配置し、センサー間に鉛を充填した（Fig. 1）。 

2. 検出器の特性 

1 辺が 12mm の正四面体の 16 個

のセンサーは、３次元的な配置か

ら、全計数率はほぼ同感度であるに

もかかわらず、センサー間に重金属

（鉛）が充填されているため、個々

のセンサーの計数率は放射線の入

射方向によって異なる（Fig. 2）。検

出器の方向特性は Phits を用いて応

答解析するとともに、γ線源（137Cs）

とβ線源（90Sr）による照射実験によ

りその特性を把握した。その結果、

解析と線源照射試験の結果はよく

一致した。また、β線とγ線に対

するセンサー特性の違いから、それぞれの入射方向を弁別し測定することが可能であることが分かった。 

3. 結論 

本検出器の構造は自己相似形であることから、全方位型であり検出器のサイズやその組み合わせにより、

高線量率場から環境測定まで感度可変のβ線・γ線測定器となる可能性を示唆するものであった。 
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Fig.1 正四面体の 16 個のシンチ  Fig. 2 GAGG シンチレータにγ線  

レータを配置し空隙部に鉛を充填  (137Cs)を照射した場合の応答特性     
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